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の
上
限
を
若
干
超
え
て
も
問
題
な
い
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
イ
ン
フ
レ

高
進
が
一
挙
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
と
言
え

よ
う
。
政
策
当
局
の
上
限
が
な
く
な
る
と
、

「
当
局
は
イ
ン
フ
レ
を
容
認
し
て
い
る
」

と
思
わ
れ
て
、
物
価
は
高
進
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

　

超
円
安
を
短
期
的
に
み
る
と
、
日
米
長

短
金
利
の
差
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
安
倍
長
期
政
権
（
２
０
１

３
～
２
０
２
０
年
）
の
経
済
政
策
の
根
幹

は
異
次
元
の
金
融
緩
和
で
あ
り
、
中
央
銀

行
が
国
債
の
み
な
ら
ず
株
式
・
投
資
信
託

ま
で
買
い
あ
さ
り
、
中
央
銀
行
は
大
手
企

業
の
筆
頭
株
式
保
有
者
と
な
っ
て
お
り
、

主
要
国
に
は
前
例
が
な
い
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
長

期
間
続
く
と
み
た
日
本
の
輸
出
企
業
は
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
輸
出
の
原
材
料
が
高
く

な
る
。
そ
れ
な
ら
生
産
拠
点
を
海
外
に
移

し
、
円
安
コ
ス
ト
を
消
去
し
よ
う
」
と
考

え
た
。

　

そ
こ
で
輸
出
企
業
は
生
産
拠
点
を
海
外

に
移
し
、
日
本
企
業
の
海
外
直
接
投
資
が

増
加
し
て
き
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま

っ
た
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で

の
９
年
間
で
対
外
直
接
投
資
は
１
３
６
兆

円
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
が
日
本
企
業
に

よ
る
対
外
直
接
投
資
の
増
加
分
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
対
外
投
資
は
日
本
か
ら
年
々

継
続
し
て
増
え
て
お
り
、
こ
れ
が
ド
ル
買

い
円
売
り
の
円
安
と
な
っ
て
、
１
１
０
円
、

１
２
０
円
と
進
ん
だ
。
米
国
が
金
利
を
引

き
上
げ
て
日
米
金
利
差
が
拡
大
し
て
く
る

と
、
投
機
筋
が
円
売
り
に
走
り
、
一
挙
に

１
３
０
円
台
に
入
っ
た
。
投
機
筋
が
使
う

円
（
市
場
で
円
を
調
達
す
る
）
は
日
銀
の

超
金
融
緩
和
マ
ネ
ー
で
あ
る
。

　

異
次
元
の
日
銀
マ
ネ
ー
に
よ
る
超
円
安

政
策
は
貿
易
構
造
を
変
え
、
日
本
の
産
業

基
盤
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
か

つ
て
超
円
高
（
１
ド
ル
１
０
０
円
未
満
）

の
頃
は
人
件
費
や
生
産
コ
ス
ト
の
高
い
日

本
を
避
け
て
現
地
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
円
を
50
％
切
り
下
げ
る

為
替
政
策
が
継
続
す
る
と
な
れ
ば
、
日
本

で
キ
ー
プ
し
て
い
た
産
業
基
盤
ま
で
現
地

へ
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
円
安
政
策
継
続
は
日
本
の
産
業

構
造
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
。

　

日
銀
が
金
融
正
常
化
に
踏
み
切
る
に
は
、

市
場
に
あ
ふ
れ
る
日
銀
マ
ネ
ー
を
吸
収
し

て
実
体
経
済
の
活
動
に
必
要
な
マ
ネ
ー
ま

で
し
ぼ
り
込
む
こ
と
、
海
外
の
金
融
市
場

動
向
に
合
わ
せ
て
金
利
機
能
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
黒
田
総
裁
が
「
金
融
緩

和
は
継
続
す
る
」
と
た
び
た
び
繰
り
返
す

の
を
聞
い
た
元
自
民
党
幹
部
は
、「
黒
田

は
安
倍
と
密
約
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
ら
し
た
の
を
思
い
出
す
。
中
央
銀
行

総
裁
の
大
き
な
任
務
は
政
治
か
ら
の
独
立

で
あ
る
。

　

黒
田
総
裁
の
任
期
は
１
年
有
余
で
あ
る
。

同
氏
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
金
融

正
常
化
へ
の
道
筋
を
示
し
、
今
か
ら
第
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

今
日
の
米
国
（
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
）、
英
国
（
英
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）、
欧
州
（
欧
州
中
央
銀
行
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
を
巻
き
込
ん
だ
世
界
的
な
金
融

緩
和
の
流
れ
は
、
米
国
の
大
手
証
券
会

社
・
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
（
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
と
そ
の
波
及
を
Ｆ
Ｒ

Ｂ
が
超
金
融
緩
和
で
抑
え
よ
う
と
し
た
こ

と
が
原
点
で
あ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
日
本
の
中

央
銀
行
の
協
力
を
え
て
段
階
的
に
資
金
量

を
圧
縮
し
、
短
期
金
利
を
徐
々
に
引
き
上

げ
（
２
０
１
５
年
１
月
か
ら
）、
そ
の
後

は
資
金
量
の
し
ぼ
り
込
み
と
金
利
の
引
き

上
げ
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
抑
え
込
ん

だ
。
こ
う
し
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

超
金
融
緩
和
の
正
常
化
を
進
め
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
９
年
頃
か
ら
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
が
全
世

界
に
広
が
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
が
経

済
活
動
を
鈍
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
各
国
の

中
央
銀
行
は
再
び
金
融
緩
和
路
線
に
入
っ

た
。
し
か
し
金
融
正
常
化
へ
の
意
欲
は
強

く
、
と
く
に
過
剰
流
動
性
に
な
っ
て
イ
ン

フ
レ
を
加
速
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

主
要
各
国
の
な
か
で
最
初
に
「
金
融
正

常
化
」
に
踏
み
切
っ
た
の
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
で
あ

っ
た
。
中
央
銀
行
と
政
府
（
政
治
）
と
の

関
係
に
お
い
て
、
中
央
銀
行
の
独
立
性
が

最
も
進
ん
で
い
る
の
は
英
国
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
き
た

２
０
２
１
年
初
め
の
段
階
か
ら
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ

（
金
融
政
策
委
員
会
）
で
コ
ロ
ナ
危
機
後

の
政
策
の
進
め
方
を
検
討
し
、
21
年
８
月

に
は
Ｍ
Ｐ
Ｃ
で
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
頃

か
ら
の
金
融
正
常
化
策
を
決
定
し
て
い
た
。

　

主
要
国
の
な
か
で
イ
ン
フ
レ
基
調
が
最

も
著
し
い
の
は
、
米
国
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
拘
わ
ら
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
決
定
が
遅

れ
た
原
因
は
、
米
国
に
は
「
平
均
物
価
目

標
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
２
％
の
物
価

目
標
の
上
振
れ
程
度
で
あ
れ
ば
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は

動
か
な
い
だ
ろ
う
と
市
場
が
思
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
平
均
物
価
目
標
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